
は
じ
め
に

　

本
稿
で
は
、
平
成
二
十
五
年
度
に
は
じ
め
た
絵
巻
研
究

の
中
か
ら
、
『
道
成
寺
縁
起
』
に
関
す
る
考
察
を
ま
と
め
た
。

特
に
、
読
解
を
始
め
た
当
時
（
平
成
二
十
五
年
五
月
二
十
三

日
）
、
室
町
時
代
の
絵
巻
を
中
心
に
卒
業
論
文
を
ま
と
め
て

い
た
現
在
本
学
大
学
院
修
士
課
程
の
肥
田
伊
織
を
先
導
役

に
、
約
一
〇
名
の
学
生
達
が
研
究
会
で
意
見
交
換
を
し
な
が

ら
読
み
進
め
て
き
た
。

　

本
絵
巻
に
描
か
れ
た
物
語
は
能
、
歌
舞
伎
な
ど
の
様
々
な

伝
統
芸
能
の
演
目
で
も
知
ら
れ
、
安
珍
清
姫
伝
説
に
お
よ
ぶ

物
語
群
と
し
て
日
本
文
学
、
民
俗
学
、
芸
能
史
の
先
行
研
究

で
も
多
く
の
点
が
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
改
め
て
現

代
の
日
本
文
化
の
様
相
に
眼
を
向
け
る
と
、
従
来
ど
お
り
誰

も
が
知
る
物
語
と
は
言
え
な
い
時
代
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と

に
も
気
づ
く
。

　

そ
こ
で
、
研
究
会
で
は
約
二
年
間
、
学
生
達
を
中
心
に
本

絵
巻
の
読
み
解
き
を
進
め
、
そ
の
成
果
を
一
般
公
開
の
形
で

報
告
し
、
資
料
展
示
を
お
こ
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
当
研
究
会

は
日
頃
よ
り
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
（
以
下
Ｆ
Ｗ
）
も
並
行
し

て
い
る
点
か
ら
、
物
語
の
舞
台
で
あ
る
道
成
寺
へ
の
探
訪
も

不
可
欠
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
成
果
も
ま
と
め
て
お

く
。

　

お
よ
そ
、
伝
本
の
系
統
に
準
じ
る
な
ら
ば
、
こ
こ
に
取
り

上
げ
た
資
料
調
査
と
実
地
調
査
に
基
づ
く
指
摘
は
、
先
行
研

究
に
対
し
十
分
言
葉
を
尽
く
し
た
報
告
と
は
言
え
な
い
。
し

か
し
、
学
生
達
の
目
線
か
ら
在
地
伝
承
を
支
え
る
世
界
を
多

角
的
に
見
直
す
こ
と
は
、
現
代
ま
で
伝
え
ら
れ
て
き
た
本
話
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絵
巻
『
道
成
寺
縁
起
』
を
読
み
解
く
〈
安
珍
清
姫
伝
説
を
追
っ
て
〉

─　
平
成
二
十
五
年
度
～
二
十
七
年
度
研
究
活
動
よ
り
―
―

尾
道
市
立
大
学
伝
承
文
化
研
究
会



の
持
つ
魅
力
に
迫
り
得
る
も
の
と
考
え
る
。
以
下
、
一
連
の

研
究
活
動
に
お
け
る
担
当
者
を
記
し
て
お
く
。

【
執
筆
】

は
じ
め
に
（
藤
井
佐
美
）

一
、
伝
承
説
話
の
概
要
（
肥
田
伊
織
）

二
、
絵
解
き
・
上
巻

１
、
清
姫
の
愛
（
肥
田
伊
織
）

２
、
異
時
同
図
法
に
見
る
出
会
い
と
別
れ
（
肥
田
伊
織
）

３
、
変
化
す
る
清
姫
の
姿
（
小
塩
里
緒
菜
、
荒
谷
茜
）

Ｆ
Ｗ
報
告
１
（
肥
田
伊
織
）

三
、
絵
解
き
・
下
巻

１
、
道
成
寺
の
由
来
（
荒
谷
茜
）

Ｆ
Ｗ
報
告
２
（
荒
谷
茜
）

２
、
鐘
楼
の
位
置
（
新
谷
咲
）

Ｆ
Ｗ
報
告
３
（
武
下
明
日
香
）

３
、
蛇
の
描
き
方　

─
『
ひ
だ
か
川
』
と
の
比
較
─

（
荒
谷
茜
）

４
、
身
を
焦
が
す
恋
の
行
方　

─
炎
と
涙
─
（
新
谷
咲
）

５
、
結
末　

─
転
生
と
供
養
─
（
原
知
里
）

Ｆ
Ｗ
報
告
４
（
平
田
美
月
）

Ｆ
Ｗ
報
告
５
・
地
図
（
肥
田
伊
織
）

お
わ
り
に　

─
回
顧
─
（
本
稿
執
筆
学
生
全
員
）

参
考
文
献
（
肥
田
伊
織
）

付
記
（
藤
井
佐
美
）

【
発
表
】

尾
道
市
立
大
学
藤
井
研
究
室
公
開
研
究
報
告
会

（
平
成
二
十
七
年
三
月
七
日
、尾
道
商
業
会
議
所
記
念
館
）

安
藤
美
里
・
荒
谷
茜
・
大
塚
真
弓
・
小
塩
里
緒
菜
・
小

野
葵
・
新
谷
咲
・
武
下
明
日
香
・
原
知
里
・
肥
田
伊
織
・

平
田
美
月
・
藤
井
佐
美

【
展
示
】

尾
道
市
立
大
学
藤
井
研
究
室
・
研
究
資
料
展
示

（
平
成
二
十
七
年
七
月
二
十
八
日
～
八
月
十
一
日
、
尾

道
市
立
大
学
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
タ
ジ
オ
）

肥
田
伊
織
・
藤
井
佐
美

【
調
査
作
業
】

右
記
発
表
担
当
者
全
員

宇
戸
谷
航
輔
・
高
橋
七
瀬

【
Ｆ
Ｗ
実
施
】

荒
谷
茜
・
武
下
明
日
香
・
平
田
美
月

（
平
成
二
十
七
年
八
月
二
十
二
日
～
二
十
三
日
）

肥
田
伊
織
・

藤
井
佐
美

（
平
成
二
十
七
年
八
月
二
十
八
日
～
二
十
九
日
）
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一
、
伝
承
説
話
の
概
要

　

絵
巻
『
道
成
寺
縁
起
』
（
以
下
『
縁
起
』
）
の
成
立
背
景
は

不
明
で
は
あ
る
が
、
室
町
時
代
後
期
と
さ
れ
て
い
る
。
下
巻

奥
書
に
は
、
天
正
元
年
（
一
五
七
三
）
十
二
月
に
足
利
義
昭

が
日
高
郡
由
良
興
国
寺
に
滞
在
し
た
折
、
『
縁
起
』
を
高
く

評
価
し
て
禄
を
与
え
た
際
の
書
判
が
花
押
と
と
も
に
確
認
で

き
、
こ
の
頃
に
は
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

『
縁
起
』
（
流
布
本
）
は
、
『
大
日
本
国
法
華
経
験
記
』
（
以

下
、
『
法
華
験
記
』
）
下
一
二
九
「
紀
伊
国
牟
婁
郡
の
悪
し
き

女
」
を
は
じ
め
と
し
て
、『
今
昔
物
語
集
』
（
以
下
、『
今
昔
』
）

十
四
「
紀
伊
ノ
國
ノ
道
成
寺
僧
、
寫
法
花
救
蛇
語
・
第
三
」
、

『
元
亨
釈
書
』
十
九
願
雑
四
・
霊
恠
・
安
珍
に
も
類
話
が
見

え
、
近
し
い
内
容
は
平
安
時
代
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
、
い
ず
れ
も
仏
教
説
話
的
要
素
が
色
濃
く
、
『
縁
起
』

も
同
様
に
法
華
経
の
功
徳
を
説
く
内
容
で
あ
る
。

一
方
、『
縁
起
』
と
同
時
代
と
推
定
さ
れ
る
『
賢
学
草
子
』
、

『
道
成
寺
絵
詞
』
、
そ
し
て
本
稿
で
も
取
り
上
げ
る
近
世
初

期
成
立
の
奈
良
絵
本
『
ひ
だ
か
川
』
は
御
伽
草
子
的
な
性
格

を
持
ち
、
『
縁
起
』
を
骨
子
と
し
な
が
ら
も
展
開
の
違
い
か

ら
異
本
に
分
類
さ
れ
る
。

一
連
の
道
成
寺
物
語
の
伝
承
を
追
う
と
、
民
間
に
語
ら

れ
て
い
た
先
行
の
類
話
が
室
町
時
代
の
物
語
隆
盛
の
波
に

乗
り
、
一
方
は
寺
の
縁
起
絵
巻
と
し
て
定
着
し
（
流
布
本
）
、

一
方
は
仏
教
説
話
的
要
素
を
切
り
捨
て
て
都
風
な
読
み
物
へ

と
脚
色
さ
れ
て
い
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
（
異
本
）
。

　

そ
の
後
、
同
話
は
能
・
歌
舞
伎
を
は
じ
め
と
す
る
芸
能
、

わ
ら
べ
唄
・
雨
乞
い
踊
り
・
山
伏
神
楽
、
絵
画
作
品
や
映
画

な
ど
、
多
様
な
広
が
り
を
見
せ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、

道
成
寺
で
は
現
在
も
物
語
の
絵
解
き
が
お
こ
な
わ
れ
て
お

り
、
稀
少
な
文
芸
の
伝
承
性
を
間
近
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
『
縁
起
』
は
寺
の
起
源
や
本
尊
を
語
る
の

で
は
な
く
、
い
わ
ゆ
る
道
成
寺
を
舞
台
と
す
る
説
話
の
一
つ

で
あ
り
、
男
女
の
愛
執
を
テ
ー
マ
と
し
て
法
華
経
の
功
徳
を

説
く
物
語
で
あ
る
。
詞
書
と
と
も
に
画
中
詩
が
多
く
、
口
語

体
の
台
詞
か
ら
も
各
場
面
は
精
彩
に
富
む
絵
巻
と
な
っ
て
い

る
。

　

同
話
の
伝
承
系
譜
を
た
ど
る
と
、
『
古
事
記
』
の
肥
長
比

売
説
話
と
も
類
似
性
が
見
い
だ
さ
れ
、
関
連
す
る
世
界
は
神

話
に
ま
で
及
ぶ
。
そ
し
て
、
原
拠
と
な
る
テ
キ
ス
ト
の
存
在

や
数
多
の
類
話
も
推
測
さ
れ
る
中
で
、
特
に
上
記
三
本
と
の

相
違
等
も
様
々
に
検
証
さ
れ
て
き
た
。
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二
、
絵
解
き
・
上
巻

　

こ
こ
で
は
、
改
め
て
『
縁
起
』
と
近
し
い
文
字
資
料
『
法

華
験
記
』
『
今
昔
』
『
元
亨
釈
書
』
を
比
較
し
、
物
語
の
骨
子

を
同
じ
く
す
る
も
の
の
異
本
と
さ
れ
る
絵
画
資
料
『
ひ
だ
か

川
』
に
も
触
れ
な
が
ら
、
絵
を
持
つ
資
料
と
持
た
な
い
資
料

の
物
語
展
開
の
各
特
徴
を
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
な
お
、

詞
書
や
画
中
詩
の
配
置
は
比
較
に
応
じ
適
宜
入
れ
換
え
た
箇

所
も
あ
る
。

表
Ⅰ
・
本
文
比
較

縁
起

法
華
験
記

今
昔

出会い

【

詞
書

】
醍
醐
天
皇
御
宇
、
延
長
六
年

戌
子

八
月
比
、
自
奥
州
、
見
目
能
僧
之
浄

衣
着
が
紀
伊
国
室
の
郡
真
砂
と
云
所
に
宿

あ
り
。
此
亭
主
、
清
次
庄
司
と
申
人
の
嫁

に
て
、
相
随
ふ
者
数
在
け
り
。

二
の
沙
門
あ
り
。
一
人
は
年
若
く
し
て
、

そ
の
形
端
正
な
り
。
一
人
は
年
老
い
た

り
。
共
に
熊
野
に
詣
り
、
牟
婁
郡
に
至

り
て
、
路
の
辺
の
宅
に
宿
し
ぬ
。
そ
の

宅
の
主
は
寡
婦
な
り
。
両
三
の
女
の
従

の
者
を
出
し
て
、

今
ハ

昔
、
熊

野
ニ

参
ル

二
人
ノ

僧
有
ケ
リ

、

一
人
ハ

年
老
タ
リ

、
一
人
ハ

年
若
ク
シ
テ

形
貌

美
麗
也
。
牟
婁
ノ

郡
ニ

至
テ

、
人
ノ

屋
ヲ

借
テ

、

二
人
共
ニ

宿
ヌ

。
其
ノ

家
ノ

主
、
寡
ニ
シ
テ

若

キ

女
也
、
女
ノ

共
ノ

者
二
三
人
許
有
り

。

寝所へ

【

詞
書

】
彼
僧
に
志
を
尽
し
痛
け
り
。

何
の
故
と
云
事
を
、
あ
や
敷
ま
で
に
こ
そ

覚
け
れ
。
然
に
、
件
の
女
房
、
夜
半
計
に

彼
僧
の
も
と
へ
行
て
、
絹
を
う
ち
懸
、
制

伏
て
云
様
、

二
の
僧
を
宿
り
居
ら
し
め
、
志
を
致
し

て
労
り
養
へ
り
。
こ
こ
に
家
の
女
、
夜

半
に
若
き
僧
の
辺
に
至
り
て
、
衣
を
覆

ひ
て
僧
に
並
び
語
り
て
言
は
く
、

此
ノ

家
ノ

主
ノ

女
、
宿
タ
ル

若
キ

僧
ノ

美
麗
ナ

ル
ヲ

見
テ

、
深
ク

愛
欲
ノ

心
ヲ

起
シ
テ

、
懃
ニ

労
リ

養
フ

。
而
ル
ニ

、
夜
ニ

入
テ

、
僧
共
既
ニ

寝
ヌ
ル

時
ニ

、
夜
半
許
ニ

家
ノ

主
ノ

女
、
窃

ニ

此
ノ

若
キ

僧
ノ

寝
タ
ル

所
ニ

這
ヒ

至
テ

、
衣
ヲ

打
覆
テ

並
ビ

寝
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口説く

【

詞
書

】
「
わ
ら
我
家
に
は
、
昔
よ
り

旅
人
な
ど
泊
ら
ず
。
今
宵
、
か
く
て
渡
せ

給
ふ
、
少
縁
事
に
あ
ら
ず
。
誠
、
一
樹
の

影
、
一
河
の
流
、
皆
先
世
の
契
と
こ
そ
承

候
へ
。
御
事
を
見
ま
い
ら
せ
さ
ぶ
ら
ふ
よ

り
、
御
志
し
浅
か
ら
ず
。
何
か
は
苦
敷
候

べ
き
。
只
、
か
く
て
渡
せ
給
候
へ
か
し
」

と
強
に
語
ひ
け
れ
ば
、

我
が
家
は
昔
よ
り
他
の
人
を
宿
さ
ず
。

今
夜
宿
を
借
し
た
る
は
、
由
る
と
こ
ろ

な
き
に
あ
ら
ず
。
見
始
め
し
時
よ
り
、

交
り
臥
さ
む
の
志
あ
り
。
仍
り
て
宿
せ

し
む
る
な
り
。
そ
の
本
意
を
遂
げ
む
が

た
め
に
、
進
み
来
る
と
こ
ろ
な
り
と
い

ふ
。

「
我
ガ

家
ニ
ハ

更
ニ

人
ヲ

不
宿
ズ

。
而
ル
ニ

、

今
夜
、
君
ヲ

宿
ス

事
ハ

、
昼
、
君
ヲ

見
始
ツ

ル

時
ヨ
リ

、
夫
ニ
セ
ム
ト

思
フ

心
深
シ

。
然
レ
バ『

君

ヲ

宿
シ
テ

本
意
ヲ

遂
ム

』
」
ト

思
フ
ニ

依
テ

、
近

キ

来
ル

也
。
我
レ

、
夫
無
ク
シ
テ

寡
也
。
君
、

哀
ト

可
思
キ

也
。
」
ト

。

別れ

【

詞
書

】
女
房
、
痛
恨
け
れ
ば
、
僧
の

云
、
「
此
願
、
今
二
、
三
日
計
な
り
。
難
無

参
詣
遂
、
宝
弊
を
奉
り
、
下
向
の
時
、
哪

に
も
仰
に
随
ふ
」
と
て
出
に
け
り
。
大
方
、

此
事
思
も
寄
ぬ
事
な
れ
ば
、
弥
、
信
を
致

し
け
り
。
其
後
、
女
房
、
僧
の
事
よ
り
外

は
思
は
ず
。
日
数
を
算
て
、
種
〻
の
物
を

貯
て
待
け
れ
ど
も
、

【

挿
絵

】
図
１

【
画
中
詞
】
争
か
偽
事
を
ば
申
候
べ
き
。

疾
〻
参
候
べ
し

か
な
ら
ず
待
ま
い
ら
せ
候
べ
し

先
の
世
の
契
り
の
ほ
ど
を
御
熊
野
神
の
し

女
大
き
に
恨
怨
み
て
、
通
夜
僧
を
抱
き

て
、
擾
乱
し
戯
咲
せ
り
。
僧
種
々
の
詞

を
も
て
語
り
誘
へ
た
り
。
熊
野
に
参
詣

し
て
、
た
だ
両
三
日
、
燈
明
・
御
幣
を

献
り
て
、
還
向
の
次
に
、
君
が
情
に
随

ふ
べ
し
と
い
へ
り
。
約
束
を
作
し
了
へ

て
、
僅
に
こ
の
こ
と
を
遁
れ
て
、
熊
野

に
参
詣
せ
り
。
女
人
僧
の
還
向
の
日
時

を
念
ひ
て
、
種
々
の
儲
を
致
し
て
相
待

つ
に
、
僧
来
ら
ず
し
て
過
ぎ
行
き
ぬ
。

女
、
大
キ
ニ

恨
、
終
夜
、
僧
ヲ

抱
テ

擾
乱

シ

戯
ル
ト

云
ヘ
ド
モ

、
僧
、
様
〻
ノ

言
ヲ

以
テ

、

女
ヲ

誘
ヘ
テ

云
ク

、
「
我
、
君
ノ

宣
フ

事
辞
ブ

ル
ニ
ハ

非
ズ

。
然
レ
バ

、
今
、
熊
野
ニ

参
テ

、

両
三
日
ニ

御
明
・
御
弊
ヲ

奉
テ

、
還
向
ノ

次
ニ

、
君
ノ

宣
ハ
ム

事
ニ

随
ハ
ム
ト

」
約
束
ヲ

成
シ
ツ

。
女
、
約
束
ヲ

憑
テ

、
本
ノ

所
ニ

返
ヌ

。

夜
明
ヌ
レ
バ

、
僧
、
其
ノ

家
ヲ

立
テ

熊
野
ニ

参

ヌ

。
其
ノ

後
、
女
ハ

約
束
ノ

日
ヲ

計
ヘ
テ

、
更

ニ

他
ノ

心
無
ク
シ
テ

僧
ヲ

恋
テ

、
諸
ノ

備
ヘ
ヲ

儲

テ

待
ツ
ニ

、
僧
、
還
向
ノ

次
ニ

、
彼
ノ

女
ヲ

恐

レ
テ

、
不
寄
シ
テ

、
思
他
ノ

道
ヨ
リ

逃
テ

過
ヌ

。
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る
べ
も
な
ど
な
が
る
べ
き

御
熊
野
ゝ
神
の
し
る
べ
と
聞
か
ら
に
な
を

行
末
の
た
の
も
し
き
か
な

こ
れ
ま
で
に
て
候
。
下
向
を
御
待
候
へ

１
、
清
姫
の
愛

　

『
縁
起
』
が
纏
め
ら
れ
た
当
時
、
人
々
は
安
珍
と
清
姫
（
以

下
、
諸
本
比
較
上
、
人
名
統
一
）
の
物
語
を
ど
の
よ
う
に
と

ら
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

『
法
華
験
記
』
『
今
昔
』
の
成
立
よ
り
少
し
時
代
を
遡
る
平

安
初
期
、
恋
愛
は
き
わ
め
て
お
お
ら
か
で
あ
っ
た
。
時
代
が

下
り
平
安
中
期
に
な
る
と
、
『
源
氏
物
語
』
に
見
え
る
よ
う

な
通
い
婚
が
通
例
と
な
り
、
妻
は
夫
を
待
つ
こ
と
し
か
で
き

な
い
時
代
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
鎌
倉
か
ら
戦
国
時
代
に
か

け
て
家
父
長
制
が
成
立
す
る
と
、
社
会
全
体
に
妻
が
夫
に
嫁

入
り
す
る
習
慣
が
広
ま
り
、
妻
の
不
倫
は
厳
し
く
罰
せ
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
。

　

こ
こ
で
、
『
法
華
験
記
』
（
平
安
中
期
）
と
『
今
昔
』
（
平

安
末
期
）
の
比
較
か
ら
、
清
姫
が
安
珍
に
言
い
寄
る
場
面

（
表
Ⅰ
寝
所
へ
・
口
説
く
）
に
注
目
す
る
と
、
両
書
と
も
清

姫
が
安
珍
を
家
に
泊
め
た
理
由
を
一
目
惚
れ
に
よ
る
と
し
て

い
る
。
し
か
し
、
時
代
の
下
る
『
今
昔
』
の
方
が
「
深
く
愛

欲
の
心
を
起
し
て
」
と
あ
る
よ
う
に
、
清
姫
の
愛
欲
を
前
面

に
押
し
出
す
。
以
後
の
展
開
は
両
書
と
も
類
似
す
る
が
、
清

姫
の
心
情
の
描
か
れ
方
に
は
こ
の
よ
う
な
変
遷
を
読
み
取
る

こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、
『
縁
起
』
は
そ
の
理
由
を
前
世
か

ら
の
縁
に
よ
る
と
説
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

２
、
異
時
同
図
法
に
見
る
出
会
い
と
別
れ

絵
巻
は
、
そ
の
形
状
か
ら
天
地
の
高
さ
に
限
界
が
あ
る
が
、

画
面
の
水
平
方
向
の
長
さ
に
は
制
約
が
な
い
。
物
語
の
展
開

を
横
長
の
画
面
に
劇
的
に
表
現
す
る
こ
と
で
、
時
間
的
な
推

移
を
盛
り
込
む
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
一
枚
の
挿
絵
の
う
ち

に
同
一
人
物
を
複
数
回
登
場
さ
せ
、
そ
の
間
の
時
間
的
推
移

を
示
す
異
時
同
図
法
と
い
う
画
法
は
、
こ
の
『
縁
起
』
で
も

お
お
い
に
確
認
で
き
る
。
中
で
も
上
巻
一
段
に
は
、
二
人
の

出
会
い
と
別
れ
が
一
図
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
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絵
巻
は
右
か
ら
開
き
読
み
進
め
る
こ
と
が
通
例
で
あ
る

が
、
『
縁
起
』
で
は
ま
ず
別
れ
の
場
面
が
右
前
方
に
描
か
れ

て
お
り
、
寝
所
で
二
人
が
語
ら
う
様
子
が
左
奥
に
描
か
れ
て

い
る
。
詞
書
の
展
開
に
準
じ
る
な
ら
ば
、
二
人
は
寝
所
で
語

ら
い
、
そ
の
後
に
別
れ
る
の
が
自
然
で
あ
る
が
、
挿
絵
は
詞

書
と
逆
行
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
不
自
然
な
流
れ
に
見
え

る
点
を
解
釈
す
る
な
ら
ば
、
別
れ
の
場
面
を
先
に
描
く
こ
と

に
よ
っ
て
、
そ
の
時
二
人
が
交
わ
し
た
再
会
の
約
束
こ
そ
が

悲
恋
の
始
ま
り
と
な
っ
た
点
を
強
調
す
る
表
現
と
も
、
読
み

取
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
図
１
）

３
、
変へ

ん

げ化
す
る
清
姫

　

二
、
三
日
で
帰
る
と
約
束
し
た
安
珍
が
清
姫
の
元
に
戻
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
安
珍
を
追
い
か
け
な
が
ら

蛇
に
変
化
し
て
い
く
清
姫
の
姿
に
注
目
す
る
。
ま
ず
、
清
姫

は
道
行
く
人
に
次
の
よ
う
に
尋
ね
る
。

な
ふ
先
達
の
御
房
に
申
候
。
我
わ
が
男
に
て
候
法
師
か

け
ご
手
箱
の
候
を
取
て
迯
て
候
。
若
き
僧
に
て
候
が
、

老
僧
と
つ
れ
て
候
。
い
か
程
の
び
候
ぬ
ら
む

　

清
姫
は
人
々
に
、
私
の
大
切
な
鍵
付
き
の
手
箱
を
盗
ん
だ

若
い
坊
様
を
ご
存
じ
あ
り
ま
せ
ん
か
と
問
い
か
け
た
。
安
珍

を
追
う
理
由
を
偽
っ
た
清
姫
の
一
計
は
『
縁
起
』
独
自
の
表
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現
で
あ
る
。
痴
情
の
も
つ
れ
で
男
性
を
追
う
と
い
う
の
は
外

聞
が
悪
い
と
判
断
す
る
清
姫
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ

う
な
清
姫
の
行
動
は
後
々
理
性
を
失
っ
て
い
く
姿
と
は
対
照

的
で
あ
り
、
内
面
と
外
見
の
両
方
の
変
化
を
際
立
た
せ
る
こ

と
に
な
る
。
そ
し
て
、
改
め
て
次
の
展
開
を
画
中
詞
か
ら
見

る
と
、能

程
の
事
に
こ
そ
恥
の
事
も
思
は
る
れ
。
此
法
師
め
を

追
取
ざ
覧
か
ぎ
り
は
、
は
き
物
も
う
せ
ふ
か
た
へ
う
せ

よ
と
て
、
走
候

－90－
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と
あ
る
。
こ
こ
に
至
り
、
追
い
か
け
る
清
姫
に
は
恥
も
外
聞

も
な
く
、
履
き
物
が
脱
げ
た
こ
と
も
構
わ
ず
、
安
珍
へ
の
執

念
に
と
ら
わ
れ
て
前
を
見
つ
め
る
（
図
２
）
。
そ
し
て
、
画

中
詞
で
は
、
清
姫
の
必
死
の
形
相
を
恐
れ
る
人
々
の
様
子
が

説
明
さ
れ
、
挿
絵
で
は
蛇
に
変
化
す
る
清
姫
の
様
子
が
段
階

的
に
描
か
れ
て
い
る
（
図
３
）
。

変
化
の
迫
力
は
、
次
第
に
大
き
さ
を
増
す
清
姫
の
身
体
の

サ
イ
ズ
に
も
現
れ
て
い
る
。
二
人
の
出
会
い
の
場
面
（
図
４
）

と
後
に
安
珍
を
追
い
か
け
る
場
面
（
図
５
）
を
比
較
す
る
と
、

安
珍
と
大
き
さ
が
変
わ
ら
な
か
っ
た
は
ず
の
清
姫
の
サ
イ
ズ

は
、
追
い
か
け
る
過
程
に
お
い
て
明
ら
か
に
安
珍
を
上
回
っ

て
い
る
。
そ
し
て
、
蛇
と
化
し
日
高
川
を
わ
た
る
場
面
で
は
、

人
間
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
大
き
さ
に
ま
で
変
化
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
『
法
華
験
記
』
や
『
元
亨
釈
書
』
の
清
姫
は
一
度

家
に
籠
も
り
毒
蛇
と
な
り
、
『
今
昔
』
で
は
家
に
籠
も
っ
た

後
に
死
ん
で
毒
蛇
と
な
る
。
つ
ま
り
、
文
字
資
料
の
場
合
、

変
化
の
過
程
が
簡
潔
で
あ
り
、
そ
の
後
の
展
開
に
は
朧
気
な

印
象
が
残
る
。

　

一
方
、
『
縁
起
』
は
絵
巻
の
特
徴
を
活
か
し
、
変
化
の
様

子
を
長
大
に
描
く
こ
と
で
徐
々
に
安
珍
に
迫
り
行
く
緊
張
感

を
読
者
に
与
え
て
お
り
、
同
話
を
細
や
か
に
物
語
る
手
法
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

同
様
の
効
果
を
文
字
の
み
で
表
現
す
る
こ
と
は
難
し
く
、

仮
に
試
み
た
場
合
は
物
語
の
テ
ン
ポ
を
乱
し
か
ね
な
い
。
つ

ま
り
、
文
字
資
料
で
は
十
分
に
説
明
で
き
な
い
人
物
描
写
が

絵
巻
で
は
一
括
り
に
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

【
Ｆ
Ｗ
報
告
１
】

　

清
姫
が
安
珍
を
追
っ
た
道
筋
は
、
富
田
川
沿
い
に
位
置
す

る
真
砂
か
ら
道
成
寺
ま
で
で
あ
る
。
Ｆ
Ｗ
で
は
、
龍
泉
寺
の

位
置
す
る
和
歌
山
県
田
辺
市
古
尾
周
辺
か
ら
道
成
寺
が
鎮
座

す
る
和
歌
山
県
日
高
郡
日
高
川
町
鐘
巻
を
中
心
に
、
清
姫
が

蛇
に
変
身
し
な
が
ら
安
珍
を
追
っ
た
で
あ
ろ
う
道
筋
の
一
部

を
辿
る
こ
と
と
し
た
。

　

会
津
川
の
す
ぐ
側
に
位
置
す
る
龍
泉
寺（

１
）に

は
「
清
姫
の
井

戸
」
が
あ
り
、
「
清
姫
が
潮
見
峠
の
捻
木
の
所
か
ら
安
珍
を

追
い
か
け
て
、
宙
を
と
ん
で
来
て
、
こ
の
井
戸
の
水
に
の
ど

を
潤
し
、
生
気
を
と
り
も
ど
し
て
、
道
成
寺
を
さ
し
て
走
り

去
っ
た
」
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

龍
泉
寺
に
程
近
く
、
み
な
べ
町
の
境
漁
港
付
近
に
は
、「
清

姫
が
安
珍
を
追
い
か
け
る
際
に
袖
を
摺
っ
た
」
と
伝
え
ら
れ

る
「
袖
摺
岩
」
が
あ
る
。
現
在
は
砕
け
た
状
態
で
残
さ
れ
て

い
る
が
、
昔
は
一
つ
の
岩
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
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海
沿
い
を
北
上
し
て
切
目
川
を
渡
り
、
切
目
王
子
跡
を
訪

れ
た
。
『
縁
起
』
上
巻
二
段
の
画
中
詞
に
「
き
り
め
五
躰
王
子
」

と
あ
る
（
図
６
）
。

　

御
坊
市
名
田
町
に
入
る
と
、
「
安
珍
が
唱
え
た
お
経
に
よ

り
目
が
く
ら
ん
だ
清
姫
が
、
こ
の
石
に
腰
を
掛
け
て
休
息
を

取
っ
た
」
と
伝
え
ら
れ
る
「
清
姫
の
腰
掛
石
」
が
あ
る
。
『
縁

起
』
上
巻
二
段
に
は
安
珍
が
清
姫
か
ら
逃
げ
な
が
ら
経
を
唱

え
た
内
容
が
見
え
る
。

　

ま
た
、
御
坊
市
名
田
町
野
鳥
（
祓
井
戸
）
の
「
清
姫
草
履

塚
」
は
、

祓
井
戸
に
あ
る
。
清
姫
が
安
珍
を
追
う
て
来
た
と
き
、

そ
こ
に
あ
っ
た
ま
つ
の
大
木
に
登
っ
て
安
珍
の
行
方
を

見
る
と
、
も
う
日
高
川
を
渡
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
清
姫

は
草
履
を
脱
ぎ
捨
て
て
（
草
履
を
松
の
枝
に
掛
け
た
と

も
い
う
）
は
だ
し
で
安
珍
を
追
っ
た
と
い
う
。
一
説
に

安
珍
が
こ
の
松
に
袈
裟
を
掛
け
て
逃
げ
た
の
で
袈
裟
掛

の
松
と
も
い
い
、
ま
た
、
袈
裟
掛
の
松
は
別
だ
と
も
い

う
。
今
は
な
い
。

と
伝
え
ら
れ
て
い
る（

２
）。

こ
の
「
袈
裟
掛
の
松
」
は
「
清
姫
草

履
塚
」
と
は
反
対
側
に
あ
っ
た
が
、
国
道
四
十
二
号
線
の
工

事
完
成
に
伴
い
切
り
倒
さ
れ
た
。

日
高
川
の
手
前
、
御
坊
市
塩
屋
町
北
塩
屋
に
は
塩
屋
王
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子
神
社
が
あ
る
。
『
縁
起
』
上
巻
二
段
に
は
「
塩
屋
と
云
所
」

と
あ
り
、
塩
屋
王
子
は
日
高
川
の
流
れ
が
海
に
入
る
辺
り
で
、

製
塩
が
盛
ん
で
あ
っ
た（

３
）。

『
縁
起
』
に
は
製
塩
に
従
事
す
る

人
物
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
７
）
。
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【
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注（
１
）
延
暦
年
間
、
雨
乞
い
を
す
る
た
め
、
権
操
僧
正
が
大
和
国

の
布
留
社
で
薬
草
喩
品
を
七
日
間
講
じ
る
と
、
毎
日
ど
こ

か
ら
か
一
人
の
童
子
が
来
て
経
を
聞
い
た
。
七
日
の
満
願

の
日
、
僧
正
が
童
子
に
何
者
か
尋
ね
る
と
、
童
子
は
こ
の

山
の
小
龍
で
、
七
日
の
聴
聞
の
た
め
に
、
安
楽
世
界
に
生

ま
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
語
っ
た
。
そ
こ
で
僧
正
が
「
雨

を
降
ら
せ
て
く
れ
」
と
頼
ん
だ
。
童
子
は
「
後
生
の
菩
薩

を
助
け
れ
ば
雨
を
降
ら
せ
よ
う
と
答
え
、
小
龍
と
化
し
て

雷
と
な
り
昇
天
し
、
雨
を
降
ら
せ
た
が
、
そ
の
身
は
砕
け

た
。
童
子
は
五
ヵ
所
に
寺
を
建
立
さ
れ
丁
重
に
弔
わ
れ
た
。

龍
泉
寺
は
そ
の
中
の
一
つ
で
あ
る
と
い
う
。
龍
泉
寺
説
明

板
参
照
。

（
２
）
清
姫
草
履
塚
説
明
文
参
照
。
古
く
は
『
紀
伊
名
所
図
会
』

に
「
草
履
塚
」
が
見
え
る
。

（
３
）
塩
屋
王
子
神
社
・
和
歌
山
県
教
育
委
員
会
・
御
坊
市
教
育

委
員
会
「
塩
屋
王
子
祠
前
碑
解
説
文
」
参
照
。
美
人
王
子

と
も
い
わ
れ
る
が
由
来
不
明
。

三
、
絵
解
き
・
下
巻

１
、
道
成
寺
の
由
来

『
縁
起
』
下
巻
の
冒
頭
は
道
成
寺
の
由
来
に
は
じ
ま
る
。

日
高
郡
道
成
寺
と
云
寺
は
、
文
武
天
皇
之
勅
願
に
て
、

紀
大
臣
道
成
公
奉
行
し
て
建
立
せ
ら
れ
、
吾
朝
の
始
、

千
手
千
眼
大
聖
観
世
音
菩
薩
出
現
の
霊
場
な
り
。

文
武
天
皇
の
在
位
期
間
は
六
九
七
～
七
〇
七
年
で
、

七
〇
一
年
（
大
宝
元
年
）
創
建
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
道
成
寺

と
も
時
代
的
に
は
重
な
る
。
そ
し
て
、
京
都
府
妙
満
寺
に
は

正
平
十
四
年
（
一
三
五
九
）
に
鋳
造
さ
れ
た
道
成
寺
の
鐘
が

現
在
も
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
「
文
武
天
皇
勅
願
せ
ら
れ
道
成

寺
に
鐘
を
冶
鋳
せ
さ
せ
ら
る
」
と
刻
ま
れ
、
こ
の
経
緯
と
し

て
以
下
の
よ
う
な
説
話
が
残
さ
れ
て
い
る（

１
）。

当
時
道
成
寺
の
辺
り
は
入
江
で
、
あ
る
時
、
海
人
が
海

中
を
探
索
し
、
拾
い
上
げ
る
と
、
そ
れ
は
丈
一
寸
八
分

の
閻
浮
檀
金
で
で
き
た
千
手
観
音
像
で
あ
っ
た
。
海
人

は
庵
を
建
て
て
住
み
、
像
を
祀
っ
た
。
海
人
に
は
成
長

し
て
も
髪
の
生
え
な
い
娘
が
い
た
が
、
こ
の
像
に
願
っ

た
と
こ
ろ
黒
髪
が
生
え
、
美
し
い
娘
と
な
っ
た
。
後
に

こ
の
娘
は
文
武
天
皇
の
后
と
な
り
、
后
か
ら
観
音
様
の

ご
利
益
を
聞
い
た
文
武
天
皇
が
、
道
成
寺
建
立
の
発
願
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を
勅
し
た
。
そ
う
し
て
海
中
か
ら
出
現
し
た
千
手
観
音

像
は
、
お
寺
の
開
基
で
あ
る
義
淵
と
い
う
僧
が
刻
ん

だ
、
千
手
観
音
の
胸
中
に
納
め
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
。

　

先
の
詞
書
に
「
紀
大
臣
道
成
公
」
と
さ
れ
た
人
物
は
、
現

在
「
和
歌
山
県
神
社
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
で
も
紀
大
臣
藤
原

道
成
卿
（
紀
道
成
）
と
記
さ
れ
る
が
、
紀
氏
の
系
図
で
は
確

認
で
き
ず
藤
原
永
谷
の
子
に
同
名
が
確
認
で
き
る
。
現
在
は

道
成
の
道
成
寺
建
立
の
功
績
に
報
い
、
文
武
天
皇
は
紀
道
大

明
神
の
神
号
を
道
成
に
贈
り
、
日
高
川
付
近
の
紀
道
神
社
に

祀
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
寺
の
由
来
は
千
手
千
眼
観
世
音
菩
薩
の
霊
験
で

締
め
括
ら
れ
て
い
る
。
千
手
観
音
は
こ
の
世
に
生
を
受
け
た

全
て
の
も
の
を
救
う
た
め
、
そ
の
身
に
千
の
手
と
千
の
目

を
得
た
い
と
祈
誓
し
て
得
た
菩
薩
で
、
特
に
虫
の
毒
や
難

産
へ
の
願
い
に
秀
で
、
夫
婦
和
合
の
願
い
を
満
た
す
と
も

言
わ
れ
て
お
り
、
日
本
で
は
奈
良
時
代
か
ら
信
仰
さ
れ
て
い

る（
２
）。

下
巻
一
段
の
詞
書
に
は
、
「
又
、
念
仏
十
返
、
観
音
名

号
三
十
三
返
申
さ
る
べ
し
」
と
観
音
の
名
号
を
三
十
三
返
唱

え
る
こ
と
を
促
す
観
音
信
仰
が
説
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
、
寺
の
霊
験
を
伝
え
る
物
語
と
し
て
、
下
巻
は
象
徴
的
な

は
じ
ま
り
方
を
す
る
。

注（
１
）
『
社
寺
縁
起
伝
説
辞
典
』
（
戎
光
祥
出
版
、
二
〇
〇
九
年
）

（
２
）
観
音
（
観
世
音
の
略
）
と
は
「
世
の
衆
生
の
そ
の
名
を
唱

え
る
音
声
を
観
じ
て
、
大
慈
大
悲
を
垂
れ
、
解
脱
を
得
さ

せ
る
と
い
う
菩
薩
」
の
意
。

【
Ｆ
Ｗ
報
告
２
】

　

文
武
天
皇
勅
願
の
寺
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
る
道
成
寺
仁
王

門
前
の
石
柱
「
文
武
天
皇
勅
願
所
」
と
「
大
寶
元
年
辛
丑
開

創
」
。
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２
、
鐘
楼
の
位
置

　

安
珍
は
清
姫
か
ら
逃
れ
る
た
め
道
成
寺
に
逃
げ
込
み
鐘
の

中
に
身
を
隠
し
た
。
蛇
に
変
化
し
た
清
姫
が
鐘
に
巻
き
付
く

場
面
は
、
『
縁
起
』
で
最
も
盛
り
上
が
る
場
面
で
あ
る
。

『
縁
起
』
か
ら
鐘
楼
と
鐘
の
位
置
は
特
定
で
き
な
い
が
、

昭
和
五
十
年
代
に
行
わ
れ
た
道
成
寺
境
内
の
発
掘
調
査
に
よ

る
と
、
以
前
の
道
成
寺
は
奈
良
法
隆
寺
を
左
右
対
称
に
し
た

伽
藍
配
置
で
（
図
８
）
、
初
代
鐘
の
鐘
楼
が
現
在
の
二
代
目

入
相
桜
の
位
置
に
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（
図
９
）
。
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図
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法
隆
寺
の
配
置
図

図
９

推
定
さ
れ
る
道
成
寺
の
鐘
楼
の
位
置



　

ま
た
、
道
成
寺
境
内
（
図
10
）
に
は
「
鐘
巻
之
跡
」
、
そ

の
近
く
に
は
鐘
を
葬
っ
た
場
所
と
伝
え
ら
れ
る
「
安
珍
塚
」

が
あ
る
。
『
縁
起
』
に
見
え
る
三
人
の
大
男
を
境
内
図
と
合

わ
せ
て
読
み
解
け
ば
、
鐘
は
現
在
の
入
相
桜
か
ら
鐘
巻
之
跡

ま
で
運
ば
れ
た
こ
と
に
な
る
（
図
11
）
。
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図
10　

現
在
の
道
成
寺

【
二
代
目
入
相
桜
】
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図
11

【
鐘
巻
之
跡
】

【
安
珍
塚
】



【
Ｆ
Ｗ
報
告
３
】

道
成
寺
境
内
の
石
碑
「
鐘
巻
之
跡
」
と
「
安
珍
塚
」

　

発
掘
調
査
で
は
初
代
鐘
楼
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
現
在
の
入

相
桜
の
周
辺
か
ら
、
焼
け
た
土
が
出
土
し
た
と
さ
れ
る
が
、

伝
説
と
の
直
接
的
な
関
わ
り
は
不
明
で
あ
る
。

　

南
北
朝
時
代
に
二
代
目
の
鐘
も
制
作
さ
れ
た
が
、
天
正

十
三
年
（
一
五
八
五
）
の
雑
賀
攻
め
（
あ
る
い
は
、戦
国
時
代
、

豊
臣
秀
吉
の
紀
州
攻
め
）
の
際
に
持
ち
去
ら
れ
、
そ
の
二
年

後
に
京
都
の
妙
満
寺
に
奉
納
さ
れ
た
鐘
が
現
在
ま
で
伝
え
ら

れ
て
お
り
、
現
在
の
道
成
寺
に
釣
鐘
は
な
い
。
な
お
、
道
成

寺
の
「
二
代
目
鐘
楼
跡
」
に
は
、
初
代
の
鐘
と
鐘
楼
は
安
珍

と
清
姫
の
事
件
で
焼
か
れ
た
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

３
、
蛇
の
描
き
方　

ー
『
ひ
だ
か
川
』
と
比
較

ー

　

『
縁
起
』
上
巻
三
段
の
詞
書
に
、
清
姫
は
日
高
川
を
渡
る

前
に
衣
を
脱
ぎ
捨
て
て
大
毒
蛇
と
な
り
川
に
飛
び
込
ん
だ
と

記
さ
れ
て
お
り
、
上
記
の
比
較
資
料
三
本
に
も
蛇
へ
の
化
身

が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
『
縁
起
』
や
『
ひ
だ
か
川
』
に
描
か
れ
た
挿
絵

の
蛇
は
、
む
し
ろ
荒
々
し
く
川
を
渡
る
龍
に
近
い
姿
と
し
て

描
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
改
め
て
蛇
と
龍
の
違
い
に
つ
い
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て
確
認
し
な
が
ら
、『
縁
起
』
と
『
ひ
だ
か
川
』
を
比
較
す
る
。

　

実
在
の
動
物
で
あ
る
蛇
は
体
の
表
面
が
鱗
に
覆
わ
れ
て
お

り
手
足
は
な
く
、
執
念
深
さ
を
表
す
比
喩
に
用
い
ら
れ
る
。

対
し
て
、
想
像
上
の
動
物
で
あ
る
龍
も
同
様
に
体
の
表
面
は

鱗
に
覆
わ
れ
て
い
る
が
、
手
足
、
耳
、
角
を
持
つ
点
で
大
き

く
異
な
る
（
図
12
）
。

　

こ
こ
で
、
『
縁
起
』
と
『
ひ
だ
か
川
』
に
描
か
れ
た
蛇
の

特
徴
に
つ
い
て
確
認
す
る
と
、
『
縁
起
』
の
蛇
に
は
耳
と
た

て
が
み
、
額
に
は
一
本
の
角
が
あ
り
、
口
か
ら
は
火
を
吐
き

手
足
が
な
い
。
一
方
、
『
ひ
だ
か
川
』
の
蛇
に
は
耳
と
二
本

の
角
、
二
本
の
髭
が
生
え
て
お
り
、
三
本
の
指
を
持
つ
手
が

あ
る
。
ど
ち
ら
の
蛇
も
本
来
な
い
は
ず
の
耳
や
角
を
持
ち
な

が
ら
、
龍
の
特
徴
を
備
え
た
蛇
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
（
図

13
）
。
し
か
し
、
二
匹
の
蛇
に
龍
の
特
徴
を
見
い
だ
す
こ
と

が
で
き
て
も
、
こ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
動
物
は
本
文
の
と
お

り
清
姫
が
変
化
し
た
「
蛇
」
で
あ
っ
て
、
「
龍
」
で
は
な
い
。

で
は
何
故
、
龍
の
特
徴
を
備
え
る
蛇
の
姿
を
描
い
た
の
か
。

『
縁
起
』
の
結
末
で
法
華
経
の
功
徳
を
説
く
点
か
ら
「
竜
女

成
仏
」
と
い
う
法
華
経
の
思
想
を
推
測
す
る
こ
と
も
可
能
で

は
あ
る
が
、
蛇
と
法
華
経
の
結
び
つ
き
が
き
わ
め
て
珍
し
い

関
係
と
は
言
え
な
い
。

例
え
ば
、
『
今
昔
』
に
は
悪
業
の
た
め
に
蛇
と
な
っ
た
者

が
法
華
経
の
功
徳
で
救
わ
れ
る
話
（
「
定
法
寺
別
当
、
法
華

を
説
く
を
聞
き
て
益
を
得
た
る
語
」
）
や
、
凶
悪
な
蛇
が
法

華
経
の
力
で
改
心
す
る
話
（
「
霊
浄
持
経
者
、
法
華
を
誦
し

て
蛇
の
難
を
免
れ
た
る
語
」
）
な
ど
が
見
え
る
。

　

改
め
て
、
挿
絵
を
持
つ
両
書
に
お
い
て
蛇
と
龍
が
混
同
し

て
描
か
れ
た
理
由
に
注
目
す
る
と
、
物
語
中
の
蛇
、
す
な
わ

ち
清
姫
の
行
動
が
背
景
に
は
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
蛇
の
姿

に
な
っ
た
清
姫
は
、
『
縁
起
』
で
は
鐘
に
炎
を
吐
き
、
中
に

隠
れ
て
い
た
安
珍
を
焼
き
殺
す
。
そ
し
て
『
ひ
だ
か
川
』
で

は
鐘
を
砕
き
、
隠
れ
て
い
た
安
珍
を
水
の
中
へ
連
れ
去
っ
て

い
く
。
こ
の
よ
う
な
行
動
は
到
底
蛇
の
力
と
結
び
つ
く
も
の

で
は
な
く
、
こ
の
場
合
は
強
大
な
力
を
持
つ
で
あ
ろ
う
龍
に

託
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
蛇
に
化
身
し
た
清
姫

の
執
念
深
さ
も
含
め
て
、
一
層
強
く
表
現
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。

４
、
身
を
焦
が
す
恋
の
行
方　

ー

炎
と
涙

ー

　

こ
こ
で
、
道
成
寺
に
逃
げ
込
ん
だ
後
の
展
開
を
た
ど
る
と

以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
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表
Ⅱ
・
構
成
比
較

縁
起

法
華
験
記

今
昔

元
亨
釈
書

Ａ

道
成
寺
に
逃
げ
込
む

・
道
成
寺
に
逃
げ
込
み
大
衆

に
歎
く

・
安
珍
を
鐘
に
隠
す

・
道
成
寺
に
逃
げ
込
み
大
衆

に
歎
く

・
安
珍
を
鐘
に
隠
す

・
道
成
寺
に
逃
げ
込
み
大
衆

に
歎
く

・
安
珍
を
鐘
に
隠
す

Ｂ

【
画
中
詞
】

衆
徒
、
安
珍
を
疑
う

Ｃ

【
画
中
詞
】

衆
徒
、
鐘
を
隠
す

Ｄ

【
画
中
詞
】

事
態
を
不
思
議
が
る
衆
徒

Ｅ

【

詞
書

】

清
姫
が
安
珍
を
見
つ
け
る

蛇
が
安
珍
を
見
つ
け
る

蛇
が
安
珍
を
見
つ
け
る

蛇
が
安
珍
を
見
つ
け
る

Ｆ

【

詞
書

】

蛇
が
鐘
を
叩
き
、
炎
上

蛇
が
鐘
を
叩
く

蛇
が
鐘
を
叩
く

蛇
が
鐘
を
叩
き
、
炎
上

Ｇ

【

詞
書

】

人
々
は
驚
き
言
葉
を
失
う
。
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Ｈ

【 

詞
書 

】

・
蛇
の
両
眼
か
ら
血
涙

・
頭
を
高
く
上
げ
、
舌
を
ひ

ろ
め
か
し
て
去
る

・
毒
蛇
の
両
眼
か
ら
血
涙

・
堂
を
出
で
、
頭
を
高
く
上

げ
、
舌
を
ひ
ろ
め
か
し
て

去
る

・
毒
蛇
の
両
眼
か
ら
血
涙

・
頭
を
高
く
上
げ
、
舌
を
ひ

ろ
め
か
し
て
去
る

・
血
の
よ
う
な
目

・
燄
の
よ
う
な
口

・
甚
だ
恐
ろ
し
い

Ｉ

【 

詞
書 
】

・
鎮
火
後
、
安
珍
は
骨
の
み

・
人
々
は
哀
れ
ん
だ

・
鐘
は
蛇
の
毒
に
焼
か
れ
た

・
鎮
火
後
、
安
珍
は
骨
も
残

ら
な
か
っ
た

・
鐘
は
蛇
の
毒
に
焼
か
れ
た

・
鎮
火
後
、
安
珍
は
骨
も
残

ら
な
か
っ
た

・
安
珍
は
骨
も
残
ら
な
か
っ

た

Ｊ

【 

詞
書 

】

・
女
の
中
で
も
清
姫
は
一
際

嫉
妬
深
い

・
悪
世
乱
末
の
人
々
に
向
け

て
の
内
容

・
熊
野
権
現
の
霊
験

・
念
仏
十
回
、
観
音
の
名
号

を
三
三
回
唱
え
る
こ
と

Ｋ

【 

詞
書 

】

・
数
日
後
、
老
僧
の
夢
に
二

匹
の
蛇

・
数
日
後
、
老
僧
の
夢
に
先

日
の
大
蛇

・
数
日
後
、
老
僧
の
夢
に
先

日
よ
り
も
大
き
な
蛇

・
数
日
後
、
老
僧
の
夢
に
先

日
の
蛇
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Ｌ

【

詞
書

】

・
安
珍
、
清
姫
と
夫
婦
に
な

る
・
安
珍
は
老
僧
に
写
経
供
養

を
願
う

・
安
珍
、
清
姫
と
夫
婦
に
な

る
・
安
珍
は
老
僧
に
写
経
供
養

を
願
う

・
安
珍
、
清
姫
と
夫
婦
に
な

る
・
安
珍
は
老
僧
に
写
経
供
養

を
願
う

・
安
珍
、
清
姫
と
夫
婦
に
な

る
・
安
珍
は
老
僧
に
写
経
供
養

を
願
う

Ｍ

【
画
中
詞
】

写
経
供
養

Ｎ

【

詞
書

】

老
僧
の
夢
に
安
珍
と
清
姫
が

現
れ
る

老
僧
の
夢
に
安
珍
と
清
姫
が

現
れ
る

老
僧
の
夢
に
安
珍
と
清
姫
が

現
れ
る

・
老
僧
の
夢
に
安
珍
と
清
姫

が
現
れ
る

・
合
掌

Ｏ

【

詞
書

】

人
々
の
熱
心
な
読
経

【
画
中
詞
】

正
直
捨
方
便
但
説
无
上
道
の

読
誦

・
法
華
経
の
功
徳

聞
法
華
経
是
人
難

書
写
読
誦
解
説
難

　

敬
礼
如
是
難
遇
衆

見
聞
讃
謗
斉
成
仏

・
法
華
経
を
尊
ぶ
老
僧

・
法
華
経
の
功
徳

・
老
僧
の
心
根

・
安
珍
と
清
姫
の
仏
縁

・
愛
欲
と
前
世
の
因
縁

・
本
話
は
女
の
悪
心
の
例
話

・
女
性
へ
の
接
近
を
戒
め
る
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蛇
に
変
化
し
た
清
姫
が
鐘
に
巻
き
付
く
場
面
は
、
『
縁
起
』

の
中
で
も
広
範
囲
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
諸
本
と
の
間
に
は

大
き
な
相
違
が
見
え
る
。

　

た
と
え
ば
、
表
Ⅱ
Ｆ
に
注
目
す
る
と
、
鐘
に
巻
き
つ
き
龍

頭
を
尾
で
叩
き
炎
を
発
生
さ
せ
る
点
は
共
通
す
る
。
し
か
し
、

『
縁
起
』
で
は
龍
頭
を
「
尾
で
叩
く
」
の
で
は
な
く
龍
頭
を

「
咥
え
て
」
い
る
。
尾
で
龍
頭
を
叩
く
行
為
か
ら
は
激
し
い

怒
り
の
感
情
が
伝
わ
る
が
、
龍
頭
を
咥
え
る
行
為
か
ら
は
安

珍
を
絶
対
に
逃
が
さ
な
い
と
い
う
清
姫
の
執
念
ま
で
も
が
強

く
印
象
づ
け
ら
れ
る
。

　

表
Ⅱ
Ｈ
の
場
面
で
は
、
目
か
ら
血
の
涙
を
流
す
清
姫
が
印

象
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
『
縁
起
』
、
『
法
華
験
記
』
、
『
今
昔
』

で
は
両
目
か
ら
血
を
流
す
が
、
『
元
亨
釈
書
』
で
は
充
血
し

た
眼
に
と
ど
ま
る
。

　

『
法
華
験
記
』
、
『
今
昔
』
は
清
姫
を
「
毒
蛇
」
と
し
た
こ

と
に
よ
り
、
清
姫
が
化
身
し
た
蛇
は
一
層
凶
悪
な
存
在
と
な

り
、
清
姫
の
怒
り
や
執
念
は
読
者
に
強
く
印
象
づ
け
ら
れ
て

い
く
。

　

こ
こ
で
、
挿
絵
に
描
か
れ
た
蛇
に
注
目
す
る
と
、
『
縁
起
』

と
『
ひ
だ
か
川
』
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
展
開
の
相
違
が
う
か
が

え
る
。
ま
ず
、
『
縁
起
』
に
は
蛇
に
な
っ
た
清
姫
と
鐘
の
み

が
描
か
れ
て
お
り
、
背
景
描
写
は
な
く
口
か
ら
炎
を
放
っ
て

い
る
（
図
14
）
。
一
方
、
『
ひ
だ
か
川
』
で
は
柱
の
存
在
か
ら

鐘
楼
と
思
わ
れ
る
空
間
で
鐘
を
微
塵
に
砕
く
姿
が
描
か
れ
て

い
る
（
図
15
）
。
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５
、
結
末　

ー

転
生
と
供
養

ー

　

こ
こ
で
は
、
『
縁
起
』
巻
末
の
安
珍
と
清
姫
の
死
後
の
描

写
を
『
法
華
験
記
』
『
今
昔
』
と
比
較
す
る
。
『
縁
起
』
下
巻

一
段
の
詞
書
に
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

或
老
僧
の
夢
に
見
る
や
う
、
二
の
蛇
来
て
、
「
我
は
鐘

に
こ
め
ら
れ
ま
い
ら
せ
た
り
し
僧
な
り
。
終
に
、
悪
女

の
た
め
夫
婦
と
な
れ
り
。
」

　

道
成
寺
の
老
僧
の
夢
枕
に
二
匹
の
絡
ま
る
蛇
が
現
れ
る

（
図
16
）
。

こ
の
場
面
に
つ
い
て
、
『
法
華
験
記
』
は
以
下
の
よ
う
に
記

す
。

上
﨟
の
老
僧
夢
み
ら
く
、
前
の
大
き
な
る
蛇
直
に
来
り

て
、
老
僧
に
白
し
て
言
は
く
、
我
は
こ
れ
鐘
の
中
に
籠

居
し
た
る
僧
な
り
。
遂
に
悪
し
き
女
の
た
め
に
領
せ
ら

れ
て
、
そ
の
夫
と
成
り
、
弊
く
悪
し
き
身
を
感
じ
た
り
。

そ
し
て
、
『
今
昔
』
は
、

其
ノ
寺
ノ
上
臈
タ
ル
老
僧
ノ
夢
ニ
「
前
ノ
蛇
ヨ
リ
モ
大

キ
ニ
増
レ
ル
大
蛇
、
直
ニ
耒
テ
、
此
ノ
老
僧
ニ
向
テ
申

シ
テ
云
ク
、
『
我
ハ
此
レ
、
鐘
ノ
中
ニ
籠
メ
置
シ
僧
也
、

悪
女
、
毒
蛇
ト
成
テ
、
遂
ニ
、
其
ノ
毒
蛇
ノ
為
ニ
被
領

テ
、
我
レ
、
其
ノ
夫
ト
成
レ
リ
。
弊
ク
穢
キ
身
ヲ
受
ケ

苦
ヲ
受
ル
事
、
量
无
シ
。
』

　

絵
解
き
を
と
お
し
て
清
姫
の
執
念
、
化
け
物
の
恐
ろ
し
さ

を
強
く
印
象
づ
け
よ
う
と
す
る
点
で
は
、
『
縁
起
』
の
よ
う

に
激
し
く
炎
を
放
つ
様
子
を
広
く
描
く
方
法
が
、
よ
り
一
層

効
果
的
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
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と
両
書
と
も
安
珍
だ
け
が
巨
大
な
蛇
の
姿
と
な
っ
て
現
れ
、

悪
女
と
結
ば
れ
た
た
め
に
死
後
は
穢
れ
た
身
と
な
っ
た
こ
と

を
老
僧
に
語
っ
て
い
る
。
悪
女
の
夫
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

「
悪
」
を
象
徴
す
る
大
蛇
に
化
身
し
て
し
ま
っ
た
と
訴
え
る

の
で
あ
る
。

　

一
方
、
先
の
『
縁
起
』
は
絡
ま
り
合
う
二
匹
の
蛇
を
描
く

こ
と
に
よ
り
、
悪
縁
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
男
の
姿
だ
け
で
な

く
、
死
後
も
な
お
安
珍
と
と
も
に
生
き
よ
う
と
す
る
清
姫
の

－111－

図
16

図
17



執
念
ま
で
も
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
同
じ
よ
う
に
絵
を
持
ち
な
が
ら
、
『
ひ
だ
か

川
』
に
こ
の
場
面
は
な
い
。
鐘
は
砕
か
れ
て
入
水
し
（
図
17
）
、

安
珍
の
弟
子
に
よ
る
読
経
供
養
が
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
（
図

18
）
。

　

『
縁
起
』
を
含
め
て
、
道
成
寺
物
語
は
い
ず
れ
も
二
人
を

供
養
す
る
法
華
経
の
功
徳
で
結
ば
れ
て
い
る
。
諸
本
の
比
較

で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
個
々
に
相
違
す
る
場
面
は
も
と
よ

り
共
通
す
る
場
面
で
も
、
絵
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
伝
承
は

多
様
に
広
が
っ
て
い
き
、
物
語
も
一
層
の
魅
力
を
放
つ
の
で

あ
る
。

【
Ｆ
Ｗ
報
告
４
】

　

『
ひ
だ
か
川
』
は
、
『
縁
起
』
を
は
じ
め
と
す
る
伝
本
と
系

統
を
異
に
す
る
が
、
そ
の
大
き
な
違
い
の
ひ
と
つ
に
、
安
珍
・

清
姫
の
最
期
の
場
面
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、『
ひ
だ
か
川
』

で
は
、
安
珍
の
隠
れ
た
鐘
が
清
姫
に
よ
っ
て
砕
か
れ
、
二
人

は
入
水
す
る
の
で
あ
る
。

　

Ｆ
Ｗ
で
は
清
姫
が
鐘
の
中
の
安
珍
を
焼
き
殺
し
て
入
水
し

た
、
あ
る
い
は
蛇
に
化
身
し
た
清
姫
を
埋
め
た
場
所
と
さ
れ

る
「
蛇
塚
」
を
訪
ね
た
。
道
成
寺
へ
と
続
く
石
段
の
手
前
の

小
道
を
左
に
曲
が
り
、
三
分
程
度
歩
い
た
所
に
位
置
し
付
近

に
川
は
見
え
な
い
。
な
お
、
同
様
の
伝
承
地
と
し
て
は
、
清

姫
が
入
水
し
た
と
さ
れ
る
「
清
姫
渕
」
も
あ
り
、
「
清
姫
が

丈
な
す
黒
髪
を
な
び
か
せ
な
が
ら
泳
い
で
い
た
場
所
」
や
「
安

珍
に
裏
切
ら
れ
た
こ
と
を
悲
観
し
た
清
姫
が
身
を
投
げ
た
場

所
」
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
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【
Ｆ
Ｗ
報
告
５
・
地
図
】

・
Ｆ
Ｗ
報
告
内
の
寺
、
神
社
、
史
跡
を
地
図
上
に
示
し
た
。
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お
わ
り
に　

ー

回
顧

ー

○
武
下
明
日
香

Ｆ
Ｗ
と
し
て
実
際
に
伝
説
の
舞
台
を
訪
れ
、
そ
の
土
地

の
風
土
や
、
人
々
に
触
れ
る
こ
と
で
、
よ
り
『
縁
起
』

の
物
語
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
多
く

の
技
法
を
学
ぶ
こ
と
も
で
き
、
こ
の
研
究
に
少
し
で
も

携
わ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。

○
平
田
美
月

私
は
こ
の
研
究
会
で
勉
強
す
る
ま
で
、
安
珍
清
姫
の
こ

と
を
ま
っ
た
く
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
け
れ
ど
、
調

べ
て
い
く
う
ち
に
興
味
が
ど
ん
ど
ん
湧
い
て
き
て
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
伝
説
に
関
係
す
る
土
地
を
訪
ね

る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
を
次
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
荒
谷
茜

文
字
と
絵
が
互
い
に
補
完
し
あ
う
絵
巻
の
考
察
は
、
広

い
視
野
を
必
要
と
さ
れ
る
興
味
深
い
作
業
で
し
た
。
ま

た
、
Ｆ
Ｗ
で
は
実
際
に
絵
解
き
を
間
近
に
見
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
資
料
調
査
と
現
地
調
査
が
結
び
つ
く
貴

重
な
経
験
が
出
来
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

○
小
塩
里
緒
菜

幼
少
期
に
漫
画
で
読
ん
だ
数
々
の
道
成
寺
伝
説
の
元
と

な
る
『
縁
起
』
を
、
当
時
よ
り
成
長
し
た
今
こ
の
よ
う

に
研
究
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
絵
巻
の
研
究
方
法

を
学
ぶ
と
と
も
に
、
自
身
の
成
長
も
感
じ
ら
れ
る
有
意

義
な
時
間
で
し
た
。

○
新
谷
咲

絵
巻
を
読
み
解
く
の
は
初
め
て
の
経
験
で
し
た
。
詞
書
、

画
中
詞
と
い
っ
た
文
字
だ
け
で
な
く
、
絵
か
ら
も
物
語

の
考
察
が
進
む
と
こ
ろ
が
絵
巻
の
面
白
さ
だ
と
思
い
ま

す
。
今
回
、『
縁
起
』を
読
み
解
い
た
成
果
を
市
民
の
方
々

に
聞
い
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
今
後
の
い
い
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。

○
原
知
里

絵
巻
に
描
か
れ
て
い
る
場
面
の
一
つ
一
つ
を
丹
念
に
読

み
込
み
、
文
章
か
ら
は
読
み
取
れ
な
い
登
場
人
物
の
心

情
に
つ
い
て
考
察
を
お
こ
な
っ
て
き
ま
し
た
。
考
察
が

進
む
た
び
に
、
道
成
寺
を
訪
ね
て
み
た
い
と
何
度
も
思

い
ま
し
た
。
絵
巻
を
読
む
こ
と
の
楽
し
さ
を
知
る
こ
と

が
で
き
た
だ
け
で
な
く
、
発
表
や
展
示
、
そ
し
て
今
回

の
論
文
執
筆
な
ど
、
多
く
の
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。
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○
肥
田
伊
織

約
二
年
前
に
『
縁
起
』
の
読
み
会
を
は
じ
め
ま
し
た
。

試
行
錯
誤
の
中
、
尾
道
商
業
会
議
所
記
念
館
で
の
発
表

が
決
ま
り
、
発
表
後
に
は
、
そ
の
内
容
を
展
示
す
る
と

い
う
、
贅
沢
す
ぎ
る
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
う

い
っ
た
機
会
が
研
究
の
節
目
と
な
り
、
そ
の
都
度
、
考

察
が
ま
と
ま
っ
て
い
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ま
た
、

会
員
の
発
案
と
偶
然
が
重
な
っ
た
お
か
げ
で
、
論
文
執

筆
の
前
に
Ｆ
Ｗ
を
す
る
こ
と
も
叶
い
ま
し
た
。
今
回
、

文
章
化
の
機
会
を
い
た
だ
き
、
読
み
会
に
区
切
り
が
つ

き
ま
し
た
。
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縁
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収
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叢
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九
二
九
年
）

・
大
島
長
三
郎
「
道
成
寺
説
話
の
イ
ン
ド
的
典
拠
」
（
『
印
度
學
佛

教
學
研
究
』
二
所
収
、
一
九
五
四
年
）

・
安
永
寿
延
「
道
成
寺
説
話
の
系
譜―

母
権
制
的
説
話
の
発
見―

」

（
『
文
学
』
四
所
収
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
〇
年
）

・
五
来
重
「
道
成
寺
縁
起
絵
巻
の
宗
教
性
」
（
『
絵
巻
物
と
民
俗
』

所
収
、
角
川
選
書
、
一
九
八
一
年
）

・
千
野
香
織
「
日
高
川
草
紙
絵
巻
に
み
る
伝
統
と
創
造
」
（
『
金

鯱
叢
書

史
学
美
術
史
論
文
集
』
八
所
収
、
徳
川
黎
明
会
、

一
九
八
一
年
）

・
松
浪
久
子
「
道
成
寺
説
話
の
伝
承
の
周
辺―

中
辺
路
町
真
砂
の

伝
承
を
中
心
に
」
（
『
大
阪
青
山
短
大
研
究
紀
要
』
十
所
収
、
大

阪
青
山
短
期
大
学
、
一
九
八
二
年
）

・
徳
江
元
正
「
道
成
寺
譚
の
成
立
」
（
『
室
町
芸
能
史
論
攷
』
所
収
、
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三
弥
井
書
店
、
一
九
八
四
年
）

・
森
正
人
「
科
白
と
絵
解
と
物
語―

道
成
寺
縁
起
絵
巻
を
め
ぐ
っ

て
」
（
『
文
学
』
五
二
巻
四
号
所
収
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
四
年
）

・
徳
田
和
夫
「
絵
解
き
と
縁
起
絵
巻
」
（
『
日
本
の
古
典
文
学
三 

一

冊
の
講
座
絵
解
き
』
所
収
、
有
精
堂
、
一
九
八
五
年
）

・
徳
田
和
夫
「
絵
解
き
の
仕
組
み
」
（
岩
波
講
座
日
本
文
学
史
十
六

『
口
承
文
学
』
一
所
収
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
六
年
）

・
川
崎
剛
志
「
万
治
頃
の
小
説
制
作
事
情―

謡
曲
を
題
材
と
す
る

草
子
群
を
め
ぐ
っ
て―

」
（
『
語
文
』
五
一
所
収
、
大
阪
大
学
、

一
九
八
八
年
）

・
阿
部
泰
郎
「
寺
社
縁
起
の
構
造―

道
成
寺
縁
起
絵
巻
の
深
層
構

造―

」
（
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
五
十
六―
十
所
収
、
至
文
堂
、

一
九
九
一
年
）

・
林
雅
彦
「
説
話
と
絵
解
き―

『
道
成
寺
縁
起
』
と
そ
の
周
辺―

」

（
『
国
文
学
解
釈
と
教
材
の
研
究
』
四
十―

十
二
所
収
、
至
文
堂
、

一
九
九
八
年
）

・
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
（
小
学
館
、
二
〇
〇
〇
年
）

・
徳
田
和
夫
編
『
お
伽
草
子
百
花
繚
乱
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
八
年
）

・「
近
世
奇
跡
考
」(

日
本
随
筆
大
成
編
集
部
編
『
日
本
随
筆
大
成
』

所
収
、
日
本
随
筆
大
成
刊
行
会
、
一
九
二
八
年)

・
『
大
漢
和
辞
典
』
（
大
修
館
書
店
、
一
九
五
五
年
）

・
『
尊
卑
分
脈
』
二
（
黒
板
勝
美
編
『
増
補
新
訂　

国
史
大
系
』

五
十
九
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
四
年
）

・
『
国
書
總
目
録
』(

岩
波
書
店
、
一
九
六
九
年)

・
『
和
名
類
聚
抄
』
（
八
木
書
店
、
一
九
七
一
年
）

・
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
『
日
本
古
典
文
学
大
辞

典
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
三
年
）

・
下
中
邦
彦
編
『
和
歌
山
県
の
地
名
』
（
平
凡
社
、
一
九
八
三
年
）

・
下
中
直
人
『
日
本
地
図
帳
』(

平
凡
社
、
一
九
九
一
年)

・
高
畑
勲
『
十
二
世
紀
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン―

国
宝
絵
巻
物

に
見
る
映
画
的
・
ア
ニ
メ
的
な
る
も
の
ー
』(

徳
間
書
店
、

一
九
九
九
年)

・
小
学
館
国
語
辞
典
編
集
部
編
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版(

小

学
館
、
二
〇
〇
〇
年)

・
大
島
建
彦
他
編
『
日
本
の
神
仏
の
辞
典
』(

大
修
館
書
店
、

二
〇
〇
一
年)

 

・
中
村
元
『
広
説
仏
教
語
大
辞
典
』(

東
京
書
籍
株
式
会
社
、

二
〇
〇
一
年)

・
徳
田
和
夫
編
『
お
伽
草
子
事
典
』(

東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
二
年)

・
小
和
田
哲
男
監
修
『
日
本
史
諸
家
系
図
人
名
辞
典
』
（
講
談
社
、

二
〇
〇
三
年
）

・
石
田
瑞
磨
著
『
例
文
仏
教
語
大
辞
典
』
（
小
学
館
、
二
〇
〇
四
年
）

・
『
社
寺
縁
起
伝
説
辞
典
』
（
戎
光
祥
出
版
、
二
〇
〇
九
年
）

・
中
村
元
著
『
広
説
仏
教
語
大
辞
典
』
（
東
京
書
籍
、
二
〇
一
〇
年
）
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・
道
成
寺
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
d
o
j
o
j
i
.
c
o
m
/
)

・
和
歌
山
県
神
社
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

t
t
p
:
/
/
w
a
k
a
y
a
m
a
-

j
i
n
j
y
a
c
h
o
.
o
r
.
j
p

）

・
日
高
川
町
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(

h
t
t
p
:
/
/
k
a
n
k
o
.

h
i
d
a
k
a
g
a
w
a
.
j
p
)

・
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
w
u
l
.
w
a
s
e
d
a
.

a
c
.
j
p
/
k
o
t
e
n
s
e
k
i
/
s
e
a
r
c
h
.
p
h
p

）

・
清
姫
ツ
ア
ー
実
行
委
員
会
事
務
局
「
清
姫
の
想
い
を
訪
ね
て
」（
日

高
振
興
局
地
域
振
興
部
企
画
産
業
課
内
発
行
）

・
伊
東
史
朗
編
『
古
寺
巡
礼　

道
成
寺
の
仏
た
ち
と
「
縁
起
絵
巻
」
』

（
道
成
寺
、
二
〇
一
四
年
）

【
付
記
】

　

一
連
の
研
究
に
際
し
、
小
野
俊
成
御
住
職
を
は
じ
め
道
成

寺
の
方
々
に
は
多
く
の
御
教
示
を
賜
り
ま
し
た
。
記
し
て
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
以
下
は
公
開
研
究
報
告
会
（
尾

道
商
業
会
議
所
記
念
館
）
と
、
本
学
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
タ
ジ
オ

に
お
け
る
展
示
の
様
子
で
す
。
こ
ち
ら
で
は
本
学
所
蔵
の
複

製
本
『
道
成
寺
縁
起
』
（
道
成
寺
縁
起
出
版
部
、
一
九
二
九

年
）
や
研
究
報
告
会
の
資
料
を
公
開
し
、
十
日
間
の
展
示
に

は
五
五
七
名
に
及
ぶ
大
勢
の
方
に
御
来
場
い
た
だ
き
ま
し

た
。
併
せ
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

―
 

た
け
し
た
・
あ
す
か　

日
本
文
学
科
二
年
生 

―

―
 

ひ
ら
た
・
み
づ
き　
　

日
本
文
学
科
二
年
生 

―

―
 

あ
ら
や
・
あ
か
ね　
　

日
本
文
学
科
三
年
生 

―

―
 

お
し
お
・
り
お
な　
　

日
本
文
学
科
三
年
生 

―

―
 

し
ん
た
に
・
さ
き　
　

日
本
文
学
科
三
年
生 

―

―
 

は
ら
・
ち
さ
と　
　
　

日
本
文
学
科
三
年
生 

―

―
 

ひ
だ
・
い
お
り　
　
　

日
本
文
学
研
究
科
二
年
生 

―

―
 

ふ
じ
い
・
さ
み　
　
　

日
本
文
学
科
准
教
授 

―
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【
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
タ
ジ
オ
】

【
公
開
研
究
報
告
会
】  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 




